
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科

目標

目標：

社会 歴史総合
社会 科学と人間生活 2

（　近藤　晃弘　）

歴史総合　実教出版

社会

過去の出来事や文化を理解し、それらが現在の社会や自己とどう関連するかを学ぶこと。
歴史的な視点から問題を分析し、未来を考える力を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・知識：歴史に関わる諸事象に関して、歴史上
の出来事についての取り組みなどを理解する。
・技能：年表や写真などを用いて、調査や諸資
料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果
的に調べ纏める技能を身に付けるようにする。

・思考力：過去の出来事を批判的に考察し、論理的な思
考力を養い、情報を適切に判断する能力を培い、自己の
意見や考えを適切に表現する力を育成する。
・判断力：歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互
の関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境との相互
依存関係、空間的相互依存作用、地域などに着目して、
概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、それ
らを基に議論したりする力を養う。

・包括的な視野を養い、他者の文化や過去の経
験に対する理解を深める力を養う。また、過去
の失敗や成功から学び、倫理的な判断力や公正
な考え方を発展させることも重要となる。さら
に、歴史の教訓を活かし、社会に対する責任感
を持ち、未来をより良い方向に導くための行動
をとることも目指していく。

態
配当
時数

１
学
期

第1編　近代化と私たち
１章　近代化への胎動

・１７世紀以前のアジアの繁栄と
ヨーロッパの海外進出について考
査する
・近世の琉球と蝦夷地の交易につ
いて

・正しく、歴史の流れを理解しているか、それ
についての自分の考えを確立できているかが重
要
・考査

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

7

第1編　近代化と私たち
２章　欧米の市民革命と「西洋の
衝撃」

・ヨーロッパの主権国家体制の成立につ
いて
・ナポレオンの描き方について考査する
・世界市場の拡大、
・イスラーム世界の拡大

・正しく、歴史の流れを理解しているか、それ
についての自分の考えを確立できているかが重
要

○ ○ ○

6

第1編　近代化と私たち
４章　帝国主義の時代

・地形や気候の成り立ちに関する
知識を身につけ、それぞれの地理
的事象について世界的な視野から
読み取ることができる

・正しく、歴史の流れを理解しているか、それ
についての自分の考えを確立できているかが重
要
・確認テスト、定期テスト

○ ○ ○ 6

第1編　近代化と私たち
３章　欧米諸国と日本の国民国家
形成

・文明開化の功罪について学習す
る
・日本と周辺アジア諸国との関係
についt

・正しく、歴史の流れを理解しているか、それ
についての自分の考えを確立できているかが重
要

○ ○ ○

8

２
学
期

第２編　国際秩序の変化や大衆化と私
たち
第５章　第一次世界大戦と大衆社会

・近代化する日本を訪れた外国人の
役割

・第一次世界大戦の結果・影響につ
いて

・正しく、歴史の流れを理解しているか、それについて
の自分の考えを確立できているかが重要
・確認テスト、定期テスト

○ ○ ○ 8

第２編　国際秩序の変化や大衆化と私

たち

第６章　経済危機と第二次世界大
戦

・世界恐慌と各国の対応について
・ファシズムの時代について
・第二次世界大戦の原因・結果・
影響について理解する

・正しく、歴史の流れを理解しているか、それ
についての自分の考えを確立できているかが重
要
・確認テスト、定期テスト

○ ○ ○

３
学
期

第３編　グローバル化と私たち
第７章　冷戦と脱植民地化

・戦後の国際社会の変遷を学ぶ
・戦後の高度経済成長期の功罪を
理解する

・正しく、歴史の流れを理解しているか、それ
についての自分の考えを確立できているかが重
要

○

53

○ 6

第３編　グローバル化と私たち
第８章　多極化する世界

・石油危機と冷戦の終結について
・新しい国際秩序、アフリカの時
代についての理解を深める
・グローバル化の中の日本の役割
について

・正しく、歴史の流れを理解しているか、それ
についての自分の考えを確立できているかが重
要
・確認テスト、定期テスト

○ ○ ○

6

合計

○


